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餓く発麿し、Horowitz，　Andreasらに　　afarすn〈mp．　afr了n　av、互frlrna一，
よって、インド人がd瀦taまたはd誌3　t　　rδζan＜mP．　rδξ登av．τao冗甑a一，

の如く発音している蓼実鷺知らさ熟たと述べてい・roγan〈av。raoγaar　gohar〈mP。
る。近代ペルシャ語に蔚けろAnaptyxe　の現　9δhr　skt．　gotra一，　u§turくElv。

　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ象は、長母音につづく二子音と、短母音につづく　ustτa一・

三子音の屡後の子音が流音象たは寵愛である場合

のみに起っている。

京都大学文学部昭和34年慶亜南アジア関係講義題目

　　　　　　　　　　　　　（）内は教官名、敬称略、 ABCi順

西露アジア史序説

ヘブライ民族史
アラビア語（初級〉

アラビア語（中級）

（足利。中原）

（有賀）

（藤本）

（藤本）

中央アジア。トルコ語史料の研究（羽田）

トルコ語（初級）　　　　　　　（羽田〉
　　　ソ古体Yastの研1究　　　　　　　　（二三〉

パフラヴィー語史詩における歴史（伊藤）
Veda：交集

Avesta語・Pahlavi語初歩
ヒッタイト　穫『語と1遷史

ヒエログリフ講読（初級）

ヒエログリフ講読（中級）

ヘブライ原；典によるiβ約研究

（伊藤）

（Eft藤）

（岸本）

（加藤）

（加藤）

（　G．　G．　Lloyd）

古代オリエントにおける土地輝度の緕究
　　　　　　　　　　　　　　　（中播）

シュメール語・アッカド語入門
梵語：文法

乾燥地帯と牧畜
サーーマン朝社：会の研究

チベット語

ヒンディー語

近代ペルシア語

イスラーム社会の成立

（中療）

（大地原）

（織田’）

（佐藤圭）

（佐藤侵）

（沢）

（沢）

（蝿田）
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彙　　報

◎本会々員中　織田武雄羽国　明　岡崎敬　吉田光邦井本英一　壁織円行　の各氏は七月紘

　京大学術調査隊として出i瓢現地（イラン・アフガニスタン）に向われた。

◎水津一朗氏：新入会

⑪江尾i奎二二：款入会

◎tt　k木高明氏：薪入会

＠大建蘇彦氏：転居

◎申籾満次郎氏：転居

◎井本英一氏：広島大学講師として趨壬、イラン出張中

編集後記
◎打ち続く編集スタッフの礒故のため発行が遅れてしまって申しわけない。会員沓位摂関迷惑を訟か

けした方々に対し衷心よりおわび申し上げる。

⑨本号執筆巻の内三人まで淋イラン出張中である。濡国後は本誌に屯素晴らしい成果について御嵜稿

頂けることΣ思う。それまでに編集部も陣容を建高し成果を一二輝かしいものにしたい念願である。

⑥不如意な経理を工夫で補いつbe内容体裁共に向土すべく努力しているが会員諸氏におかれても精々

御二二下さる様お願いする。御隠二二投稿を歓迎する。授稿に関しては一切無規定である。（高林）
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